
―
歴
史
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

市
長　
旧
近
衛
邸
と
尚
古
荘
の
利
用

者
が
平
成
２７
年
と
２８
年
に
７
万
人
を
超

え
る
な
ど
、
観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
全
国
的
な「
お
城
ブ
ー
ム
」が
続
く

中
、
２６
年
に
二
之
丸
天
守
台
の
石
垣
や

土
塁
な
ど
を
整
備
し
た
こ
と
が
要
因
だ

と
考
え
ま
す
。

―
現
在
、
歴
史
公
園
は
工
事
中
の
よ

う
で
す
が
何
を
造
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

市
長　
現
在
、
歴
史
公
園
の
北
西
に

あ
る
二
之
丸
跡
に
木
造
の
丑
寅
櫓
と
、

丑
寅
櫓
と
天
守
台
を
結
ぶ
長
さ
約
５０
メ

ー
ト
ル
の
土
塀
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

本
物
志
向
が
強
い
最
近
の
観
光
客
に
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
で
き
る
限

り
史
実
に
近
い
形
で
、
木
造
で
復
元
し

て
い
ま
す
。

―
今
回
復
元
す
る
二
之
丸
丑
寅
櫓
と

土
塀
の
特
徴
は
何
で
す
か
。

市
長　
二
之
丸
丑
寅
櫓
に
は
、
外
か

ら
見
る
と
２
階
建
て
に
見
え
る
の
に
、

内
部
は
３
階
建
て
だ
っ
た
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
土
塀
の
特
徴
は
、
途
中

２
か
所
に「
屏
風
折
れ
」と
い
う
折
れ
目

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
屏
風
折
れ
の
土

塀
は
江
戸
時
代
に
西
尾
藩
が
幕
府
へ
提

出
し
た『
正
保
城
絵
図
』に
描
か
れ
て
い

て
、
今
回
の
工
事
で
復
元
し
ま
す
。
全

国
的
に
も
珍
し
い
た
め
、
完
成
す
れ
ば

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を

浴
び
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
歴
史
公
園
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　
今
後
は
西
尾
城
と
城
下
町
を

一
体
的
に
再
開
発
す
る
た
め
の
『
西
尾

城
跡
保
存
活
用
計
画
』
を
作
成
し
、
文

化
財
や
史
跡
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
こ
の
地
域
を
治
め
た
吉

良
氏
が
、
西
尾
に
進
出
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た「
承
久
の
乱
」か
ら
８
０
０
年

と
な
り
、
同
時
に
西
尾
市
が
合
併
１０
周

年
を
迎
え
る
３
年
度
に
「
吉
良
氏
８
０

０
年
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
城
跡
の
整

備
に
加
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
最

近
話
題
の
御お

城し
ろ

印い
ん

を
作
成
す
る
な
ど
、

観
光
客
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

―
歴
史
公
園
は
将
来
ど
う
な
っ
て
い

き
ま
す
か
。

市
長　
現
在
、
今
後
３０
年
以
内
の
天

守
の
復
元
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
明
治

時
代
の
初
め
ま
で
二
之
丸
に
あ
っ
た
西

尾
城
の
天
守
は
、
独
創
的
な
構
造
を
し

て
い
ま
し
た
。
天
守
が
復
元
さ
れ
れ
ば

観
光
の
目
玉
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
、
ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り

が
高
ま
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
ま
す
。
二

之
丸
丑
寅
櫓
や
土
塀
と
同
じ
く
、
で
き

る
だ
け
史
実
に
近
く
、
木
造
で
復
元
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
復
元
す
る
に

は
、
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。
ふ
る

さ
と
応
援
寄
付
金
な
ど
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
天
守
の
歴
史
的
価
値
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
、
復
元
へ
の
機
運
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

今月のテーマは…

歴史公園の魅力アップで
観光客を誘致

かつて西尾城があった場所にある歴史
公園に、歴史を感じられる本丸丑寅櫓

やぐら

や
鍮
ちゅうじゃくもん

石門などを整備しています。また、茶
室を備えた旧近衛邸や尚古荘では抹茶を
楽しめます。西尾を代表する観光スポッ
トとして多くの観光客に訪れてもらうた
め、さらなる魅力アップを目指します。

　
詳
し
く
は
文
化
振
興
課
（
☎
５６
・
６

６
６
０
）
へ
。

二之丸丑寅櫓
（工事中）

二之丸天守台

屏風折れ

旧近衛邸

土塀
（工事中）

二之丸丑寅櫓・土塀の完成後のイメージ図

西尾城天守の復元図
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眼下に広がる夜景とイルミネーション、星空との
コラボレーションをお楽しみください。
時１１月１５日㈮～２年３月１５日㈰　午後５時～７時５０
分

場三ヶ根山スカイライン山頂駐車場周辺
※三ヶ根山スカイラインは有料道路です。二輪車
２８０円、軽・普通自動車４２０円。午後８時～翌午
前８時は通行できません。

問商工観光課（☎65・2169）

イカフライのレモン煮、揚げ
パン、ソフト麺…。あなたの思
い出の給食は何ですか。そんな懐かしい給食、人気
の給食を市内の飲食店などで食べられる「ワクワク
給食プロジェクト」がスタートします。
西尾市の人気給食メニューを販売していただける
店舗を募集します。たくさんのご応募お待ちしてい
ます。
対市内の飲食店
申問直接または電話で商工観光課（☎65・2168）へ。

ワクワク給食プロジェクト

参加店舗を募集

時①１１月18日㈪　②12月２２日㈰　午後６時５０分～９
時１５分
集合場所　吉良サンライズパーク（吉良町）
内愛知こどもの国にバスで移動し、天体望遠鏡で星
空を観察。アンドロメダやペガサス座、オリオン
座、牡牛座などを観察します。暗闇の中での謎解
きや、夜景見学もできます。

定各回４０人（先着）
¥ 1,000円
申問①は１１月１５日㈮まで、②は１２月１９日㈭までに、
直接または電話で西尾市観光協会（☎65・2404）
へ。土・日曜日、祝日は西尾観光案内所（☎57・
7840／西尾コンベンションホール内）へ。同協会
ホームページからも申し込めます。

星が燦
さん

々
さん

！　星空のロマン

星空ナイトツアー
市観光協会
ホームページ

三ヶ根山スカイライン

イルミネーション
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